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論文内容の要旨

本論文は研削仕上面の端部に形成されるパリに着目して，その形状，寸法に及ぼす研削条件の影響を

調べるとともに，被削材の端面付近における応力ひずみ塑性流動の状態等を理論的ならびに実験的

に検討してその生成機構と抑制策を明らかにしたものであり，序章と本論 7 章および総括から成っている。

本研究の意義について述べた序章につづ、いて，第 1 章は生成部位によるパリの分類と，それぞれの形

状，寸法に及ぼす研削条件の影響などを検討したものである。この結果，パリは入口パリ，出口パリ，

横パリに分類でき，またその大きさは切込みゃ工作物速度あるいは被削材の硬さや端面角に大きく影響

されることなどを明らかにしている。

第 2 章は出口パリの生成機構を検討したもので，パリを構成する材料の供給源は端面の近傍で切り残

される被削材が大部分を占め，これに砥石の切込みのレベルより下部にあって端面の方向に塑性流動す

る材料を加えて形成されることを明らかにしているO

第 3 章は出口パリの生成機構を検討するために端面近傍において応力解析を行ったものである。この

結果，研削熱にもとづく熱応力は工作物の表層部に塑性域を形成させる可能性をもっているが，熱応力

だけではパリの形成に至らないこと，表層部における材料の塑性流動は主に砥粒の切削作用によって生

じ，これがパリの形成に大きな影響を及ぼしていることを示している O

第 4 章は入口パリの生成機構を検討したもので，入口バリの形成は端部における砥粒の切削作用の累

積効果によるが，およその寸法は砥石と工作物が干渉し始めた直後に決定づけられることを明らかにし

ている。

第 5 章は横パリの生成機構を検討したもので，数値解析の結果から横パリは研削熱にもとづく熱膨張



と砥粒の切削力にもとづく材料の圧下作用により，材料が側方へ塑性流動することによって形成される

ことを示している。

第 6 章は端面の欠けの生成機構を検討したもので，端面から離れた工作物の中央部では引張応力にも

とづく砥粒後方での破壊の可能性より，圧縮応力にもとづく砥粒前方での破壊の可能性が大きいが;端

面近傍では砥粒の後方に生ずる引張応力が急激に増加することから逆に引張破壊が優先しておこるよ

うになり，これが欠けの成因になり得ることを明らかにしている。

第 7 章はパリの抑制策を検討したもので，砥粒当りの切削断面積が小さくなるように研削条件を設定

することによってパリの寸法を小さくできることを示し また面取りとパックアップ材の果たす抑制効

果を調べた結果，両者とも端面近傍における塑性流動領域の拡大を妨げ，パリの抑制に顕著な効果を発

揮することを確認しているO

総括においては主要な結果をまとめているO

論文審査の結果の要旨

本論文は高度の精密加工においてさえ，なお不可避的に発生し，加工システムの無人化，高能率化に

大きな障害となっている研削パリ(加工物端部に発生する望ましくない材料の張り出し)及び端部欠け

について，その発生機構を理論的・実験的に解明し，それにもとづき適切な抑制法を提案した研究をま

とめたもので，とくに次の諸点が注目される。

1 )パリの形態分類を行って新しく定量的評価方法を提案している。

2) パリ生成における材料の挙動を詳細に観察するとともに，機械的応力並びに熱応力の役割を理論的

に解析し生成機構を明らかにしているO

3) 最近とくに問題となりだした脆性材料の研削における端部欠けについても，パリに対するのと同様

な手法で詳細な解析を行っているO

4) 以上を総合して研削パリ及び欠けに対して望ましい合理的な抑制法を示している。

以上のように本論文は研削加工の無人化，高能率化を行う上での重要課題である研削バリ及び欠け現

象の理解と制御に関し，系統的でかっ実用的に有用な多くの新知見を与えており，精密加工学の発展に

寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
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